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予 算
当 初
予 算
当 初
予 算
当 初

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
は
44
億

２
千
５
０
０
万
円
で
、対
前
年
度
比
５
・

１
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
、
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
７
会
計
総
額
で
は
、
61
億
２
千

４
３
３
万
円
で
、
対
前
年
度
比
１
・
９

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
は
町
長
改
選
期
に
よ
り
、
継
続

事
業
中
心
の
予
算
で
あ
っ
た
た
め
、
今

年
度
の
予
算
は
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
歳
入
で
は
、
町
税
は
昨
年
の
農
業
生

産
額
の
推
移
か
ら
前
年
対
比
２
千
５
３

５
万
円
増
の
４
億
８
千
２
４
１
万
円
、

普
通
交
付
税
が
前
年
対
比
４
千
38
万
円

減
の
19
億
１
千
９
７
８
万
円
、
臨
時
財

政
対
策
債
は
前
年
度
同
額
の
１
億
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
財
源
不
足

に
充
て
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

２
億
２
千
万
円
を
取
り
崩
し
て
い
ま

す
。

　
歳
出
の
主
な
事
業
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
６
日
か
ら
開
会
さ
れ
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
一
部

改
正
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
な
ど
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
31
議
案
を
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
し
、
13
日
に
一
般
質
問
等
を
行
っ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

61
億
円
の
新
年
度
予
算
を
可
決

会　　計　　名 30年度 29年度 比　較 伸び率

一　般　会　計 44億2,500 42億1,172 2億1,328 5.1％

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険特別会計 5億7,496 6億5,276 ▲7,780 ▲11.9％

介 護 保 険 特 別 会 計 3億8,022 3億9,516 ▲1,494 ▲3.8％

後期高齢者医療特別会計 6,043 5,810 233 4.0％

医 療 施 設 特 別 会 計 1億2,569 1億2,437 132 1.1％

簡 易 水 道 特 別 会 計 2億9,182 2億2,134 7,048 31.8％

公共下水道特別会計 2億6,621 3億4,759 ▲8,138 ▲23.4％

小 　 　 計 16億9,933 17億9,932 ▲9,999 ▲5.6％

合　　　　計 61億2,433 60億1,104 1億1,329 1.9％

平成30年度各会計当初予算 （単位：万円）

23 議 会 だ よ り
May‐2018

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
当
初
予
算
61
億
円
の
新
年
度
予
算
を
可
決

役
場
だ
よ
り



農
林
水
産
業
の
振
興

社
会
基
盤
の
整
備

福

祉

の

充

実

教

育

の

振

興

地
域
の
活
性
化

商
工
業
・
観
光
の
振
興

緊
急
農
地
基
盤
整
備
事
業 

１
千
４
８
８
万
円

道
営
農
地
整
備
事
業

３
千
９
５
４
万
円

　
農
業
基
盤
と
な
る
暗
渠
排
水
整
備

水
道
施
設
更
新
事
業

８
千
７
９
２
万
円

　
配
水
管
の
布
設
替
工
事

　（
簡
易
水
道
特
別
会
計
）

町
有
林
造
林
事
業

２
千
８
３
万
円

　
森
林
保
全
に
つ
な
が
る
新
植
、
間

伐
な
ど

下
水
道
施
設
更
新
事
業

７
千
万
円

　
下
水
処
理
施
設
の
設
備
更
新
工
事

　（
公
共
下
水
道
特
別
会
計
）

公
営
住
宅
の
整
備

６
千
６
２
０
万
円

　
豊
頃
南
町
団
地
町
営
住
宅
１
棟
の

建
替
え
ほ
か

町
道
の
整
備
・
維
持
管
理 

４
億
１
千
２
０
０
万
円

　
幌
岡
第
３
幹
線
、
統
内
16
線
の
整

備
、
橋
の
補
修
、
除
雪
機
械
の
購
入

次
世
代
育
成
支
援
金
支
給
事

業 

１
千
７
４
０
万
円

　
出
産
祝
金
や
子
ど
も
を
育
て
る
保

護
者
へ
の
支
援
金
を
支
給

大
津
小
学
校
体
育
館
屋
根
等

改
修
事
業 

 

５
千
６
０
２
万
円

高
等
学
校
等
就
学
助
成

 

６
８
０
万
円

　
高
校
生
等
の
保
護
者
に
就
学
助
成

金
を
交
付

地
域
商
社
運
営
支
援
補
助

 

３
５
０
万
円

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
交
付

事
業 

４
７
４
万
円

　
高
齢
者
世
帯
に
タ
ク
シ
ー
乗
車
券

を
交
付

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業 

 

５
９
０
万
円

　
本
町
独
自
に
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
を
無
料
化

プ
レ
ミ
ア
ム
付
特
別
商
品
券

発
行
事
業

 

３
千
３
３
９
万
円

　
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
率
を
上
乗
せ
し

た
商
品
券
発
行
事
業
へ
補
助

地
域
商
社
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
補
助 

１
千
３
５
０
万
円

　
互
産
互
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
事

業
へ
の
補
助

大
津
漁
港
漁
船
減
災
対
策

事
業 

１
千
４
０
万
円

　
上
架
漁
船
用
船
台
の
強
化
補
助

※
表
示
の
金
額
は
、
１
万
円
未
満
を
四
捨

五
入
し
て
い
ま
す
。

24議 会 だ よ り
May‐2018

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
当
初
予
算
の
主
な
も
の

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り



会　　計　　名 補　正　額 総　　　　額

一 般 会 計 (第７号) 2千500万円 47億3千295万円

一 般 会 計 (第８号) ▲2千29万円 47億1千266万円

国民健康保険特別会計 (第４号) ▲4千887万円 6億3千174万円

介 護 保 険 特 別 会 計 (第３号) ▲3千万円 3億7千347万円

後期高齢者医療特別会計 (第２号) 37万円 5千857万円

医 療 施 設 特 別 会 計 (第５号) ▲1千500万円 1億2千29万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 (第４号) ▲442万円 2億3千457万円

公共下水道特別会計 (第４号) ▲93万円 2億6千650万円

平成29年度
補正
予算

【

条

例

改

正

等

】

▼
豊
頃
町
課
設
置
条
例
の
制
定

　
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
企
画
課

か
ら
商
工
観
光
係
を
分
離
し
、
商
工
観

光
課
と
す
る
等
の
役
場
組
織
機
構
の
見

直
し
に
伴
う
改
正
。

▼
豊
頃
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正　
十
勝
管
内
市
町
村
の
議
員
報
酬
と

の
均
衡
等
を
考
慮
し
、
議
長
報
酬
を

﹁
27
万
８
千
円
﹂
か
ら
﹁
28
万
１
千

円
﹂
に
、
副
議
長
報
酬
を
﹁
22
万
１
千

円
﹂
か
ら
﹁
22
万
５
千
円
﹂
に
、
委

員
長
報
酬
を
﹁
19
万
６
千
円
﹂
か
ら

﹁
20
万
２
千
円
﹂
に
、
議
員
報
酬
を

﹁
17
万
８
千
円
﹂
か
ら
﹁
18
万
５
千
円
﹂

に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
。
ま
た
、
旅
費
の
日

当
及
び
宿
泊
料
を
そ
れ
ぞ
れ
１
千
円
増

額
す
る
改
正
。
平
成
30
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
。

▼
豊
頃
町
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
議
会
議
員
と
同
様
に
旅
費
を
改
正
す

る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
教
育
長
職

務
代
理
者
、
農
業
委
員
会
会
長
職
務
代

理
者
の
報
酬
を
改
正
。

▼
豊
頃
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　
議
会
議
員
と
同
様
に
特
別
職
及
び
一

般
職
職
員
の
旅
費
を
改
正
。

▼
豊
頃
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正

　
国
の
人
事
院
勧
告
等
に
基
づ
き
、
扶

養
手
当
の
支
給
額
等
を
改
正
。

▼
豊
頃
町
国
民
健
康
保
険
基
金
条
例
の

一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
制
度
の
都
道
府
県
単

位
化
に
伴
い
、
基
金
の
設
置
目
的
等
を

改
正
。

▼
豊
頃
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　
国
民
健
康
保
険
制
度
の
都
道
府
県
単

位
化
等
に
伴
い
、葬
祭
費
の
額
を﹁
１
万

円
﹂
か
ら
全
道
一
律
の
﹁
３
万
円
﹂
と

す
る
等
の
改
正
。

▼
豊
頃
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
本
町
が
保
険
料
を

徴
収
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入

者
の
規
定
を
改
正
。

▼
豊
頃
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

　
こ
の
ほ
か
、
予
算
額
の
精
査
に
よ
る

減
額

※
専
決
処
分
と
は
、
議
会
を
開
く
時
間

的
余
裕
が
な
い
と
き
な
ど
、
議
会
に
か

わ
っ
て
町
長
が
処
分（
決
定
）す
る
こ
と
。

※
繰
越
明
許
費
と
は
、
歳
出
予
算
の
経

費
の
う
ち
、
年
度
内
に
そ
の
支
出
が
終

わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
、
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
で
き
る
経

費
の
こ
と
。

※
表
示
の
金
額
は
、
１
万
円
未
満
を
四

捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の

虔
大
雪
に
よ
る
除
雪
費

（
専
決
処
分
）３千

９
１
６
万
円

　
降
雪
回
数
の
増
加
に
よ
る
除
雪
費
の
追

加
（
一
般
会
計
補
正
第
７
号
・
第
８
号
）

虔
道
営
農
地
整
備
事
業

（
繰
越
明
許
費
）

４
千
４
７
３
万
円

　
北
海
道
が
進
め
る
農
地
の
区
画
整
理
・

暗
渠
排
水
等
の
整
備
に
対
す
る
負
担
金

25 議 会 だ よ り
May‐2018

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
平
成
29
年
度
補
正
予
算　

ほ
か

役
場
だ
よ
り



平
成
29
年
度
補
正
予
算

小
笠
原
茂
人
議
員
　
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
状
況
と
更
な
る
普
及
に
向
け

た
取
組
み
は
。

　
平
成
26
年
度
の
事
業
開
始
か
ら

の
交
付
対
象
件
数
は
約
２
千
４
０

０
件
、
そ
の
う
ち
景
品
へ
の
交
換
は
約

１
千
７
０
０
件
で
あ
る
。
今
後
も
、
広

報
や
保
健
ガ
イ
ド
等
を
活
用
し
周
知
し

て
い
き
た
い
。

大
崎
英
樹
議
員
　
豊
頃
医
院
の
診

療
報
酬
を
減
額
補
正
す
る
理
由
と
今
後

の
町
内
の
医
療
体
制
の
充
実
は
。

　
医
師
が
昨
年
４
月
交
代
し
た
こ

と
や
、
当
医
院
で
の
診
療
が
難
し

い
場
合
に
は
他
の
病
院
を
積
極
的
に
紹

介
す
る
な
ど
迅
速
な
対
応
を
推
進
し
て

い
る
た
め
減
額
と
な
っ
た
。
豊
頃
医
院

と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
今
後
と
も
町
民

の
健
康
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

条
例
の
制
定
及
び
改
正

大
谷
友
則
議
員
　
課
設
置
条
例

に
お
い
て
、
新
設
さ
れ
る
商
工
観
光
課

と
地
域
商
社
と
の
関
係
は
。

　
商
工
観
光
課
か
ら
職
員
を
地
域

商
社
に
派
遣
し
、
独
自
に
採
用
す

る
社
員
と
と
も
に
商
社
の
事
務
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

大
崎
英
樹
議
員
　
議
員
報
酬
を

改
正
す
る
理
由
は
。

　
十
勝
管
内
町
村
の
議
員
報
酬
額

や
町
長
給
与
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
議

員
の
な
り
手
不
足
の
理
由
の
一
つ
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
員
活
動
の

環
境
を
整
備
す
る
た
め
。

岩
井
明
議
員
　
指
定
居
宅
介
護

支
援
基
準
条
例
の
制
定
に
お
い
て
、
町

内
の
対
象
事
業
者
は
。

　
町
内
の
対
象
事
業
者
は
１
か
所

で
あ
る
。

に
よ
り
、
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
の
介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
る

改
正
。

▼
豊
頃
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
省

令
の
改
正
に
伴
い
、
連
携
先
機
関
、
利

用
者
へ
の
説
明
項
目
等
を
追
加
。

▼
豊
頃
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
指
定

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定
事
務
を

市
町
村
が
行
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
運

営
基
準
等
を
定
め
る
条
例
を
制
定
。

▼
豊
頃
町
ま
ち
な
か
活
性
化
拠
点
施
設

条
例
の
制
定

　
ま
ち
な
か
活
性
化
拠
点
施
設
の
完
成

に
伴
い
、
目
的
、
名
称
及
び
位
置
、
使

用
の
許
可
等
を
定
め
る
条
例
を
制
定
。

▼
豊
頃
町
キ
ャ
ン
プ
場
設
置
条
例
の
一

部
改
正

　
利
用
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、
長
節

湖
キ
ャ
ン
プ
場
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
使
用
料

を
減
額
す
る
改
正
。

▼
豊
頃
町
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　
利
用
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、
茂
岩

山
自
然
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の
バ
ン
ガ

ロ
ー
使
用
料
等
を
減
額
す
る
改
正
。

▼
豊
頃
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正　
豊
頃
町
課
設
置
条
例
の
改
正
に
伴

い
、
常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
課
係
の

規
定
を
変
更
す
る
た
め
議
員
発
議
に
よ

り
改
正
。

健康ポイント事業のポイントカード

【
　
人
　 

事
　 

案
　 

件
　
】

▼
豊
頃
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　
３
月
31
日
に
任
期
満
了
と
な
る
山
本

芳
博
氏
（
茂
岩
末
広
町
）
を
再
任
し
た

い
と
の
提
案
が
あ
り
、
無
記
名
投
票
に

よ
り
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
こ

れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
平
成
33
年
３
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
豊
頃
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
前
教
育
委
員
会
委
員
荒
川
め
ぐ
み
氏

の
辞
任
に
伴
い
、
鈴
木
千
賀
子
氏
（
茂

岩
末
広
町
）
を
任
命
し
た
い
と
の
提
案

が
あ
り
、
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間

で
あ
る
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

32
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

主
な
審
議
内
容
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大
崎
英
樹
議
員
　
キ
ャ
ン
プ
場
設

置
条
例
の
改
正
に
お
い
て
、
今
後
の
長

節
湖
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
の
方
向
性
は
。

　
現
地
を
確
認
し
な
が
ら
修
繕
等

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
十
勝
に

お
い
て
数
少
な
い
海
辺
の
キ
ャ
ン
プ
場

と
し
て
更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

大
谷
友
則
議
員
　
公
園
条
例
の
改

正
に
お
い
て
、
茂
岩
山
自
然
公
園
内
バ

ン
ガ
ロ
ー
の
利
用
率
と
改
修
に
あ
た
り

外
部
電
源
設
備
を
配
置
す
る
考
え
は
。

　
平
成
29
年
度
に
は
４
０
０
名
以

上
の
利
用
が
あ
っ
た
。
利
用
率
の

向
上
を
図
る
た
め
、
30
年
度
に
バ
ン
ガ

ロ
ー
の
改
修
を
予
定
し
て
お
り
、
外
部

電
源
設
備
の
配
置
等
も
考
慮
し
た
い
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算

大
谷
友
則
議
員
　
財
政
調
整
基
金

か
ら
２
億
２
千
万
円
の
取
崩
し
を
計
上

し
て
い
る
が
、
今
年
度
の
財
政
運
営
の

考
え
方
は
。

　
地
方
交
付
税
の
減
少
に
よ
り
厳

し
い
当
初
予
算
編
成
と
な
っ
た
。

あ
る
程
度
の
基
金
を
保
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
財
政
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら
産

業
の
振
興
に
努
め
た
い
。

大
谷
友
則
議
員
　
行
財
政
改
革
へ

の
取
り
組
み
は
。

　
役
場
庁
舎
１
階
へ
の
窓
口
設
置

な
ど
住
民
の
利
便
性
向
上
を
目
的

と
す
る
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
経
費
の
節
減
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

大
谷
友
則
議
員
　
葬
斎
場
建
具
改

修
工
事
の
概
要
と
改
修
理
由
は
。

　
棺
を
火
葬
炉
内
へ
運
ぶ
た
め
の

台
車
は
、
告
別
室
内
に
置
い
て
い

る
が
、
参
列
者
が
多
く
手
狭
な
こ
と
か

ら
、
機
械
室
内
に
収
納
す
る
た
め
、
告

別
室
と
の
間
に
あ
る
扉
を
改
修
す
る
工

事
。

小
笠
原
茂
人
議
員
　
有
害
鳥
獣
駆

除
補
助
金
の
減
額
理
由
は
。

　
昨
年
度
の
事
業
実
績
を
基
に
予

算
計
上
し
た
た
め
。
必
要
が
あ
れ
ば
補

正
予
算
に
よ
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

大
崎
英
樹
議
員
　
災
害
時
等
に
使

用
す
る
非
常
用
発
電
機
の
備
蓄
状
況

は
。

　
役
場
庁
舎
と
大
津
支
所
に
備

蓄
し
て
い
る
。
移
動
可
能
な
大
き

さ
で
あ
る
こ
と
か
ら
必
要
と
な
る
避
難

所
等
へ
移
動
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
整
備
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
崎
英
樹
議
員
　
町
内
に
は
道
路

舗
装
の
施
工
業
者
が
少
な
い
が
、
業
者

の
育
成
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
町
が
発
注
す
る
舗
装
工
事
は
決

し
て
多
く
な
い
が
、
入
札
参
加
資

格
の
あ
る
業
者
に
つ
い
て
は
公
平
に
取

り
扱
っ
て
い
き
た
い
。
公
権
力
を
使
い

業
者
を
指
導
す
る
こ
と
は
危
険
と
考
え

て
い
る
。

小
笠
原
茂
人
議
員
　
ふ
る
さ
と

給
食
事
業
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

　
食
育
等
の
観
点
か
ら
進
め
て
お

り
、
普
段
の
給
食
に
お
い
て
も
豊

頃
産
食
材
の
充
実
を
図
り
た
い
。

岩
井
明
議
員
　
国
民
健
康
保
険
に

お
け
る
医
療
費
の
今
後
の
見
通
し
は
。

　
特
定
健
診
受
診
率
の
上
昇
、
加

入
者
数
の
減
少
に
よ
り
本
町
の
国

保
医
療
費
は
減
少
す
る
と
見
込
ん
で
い

る
。

岩
井
明
議
員
　
介
護
保
険
制
度

の
改
正
に
よ
る
要
支
援
者
へ
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
は
。

　
町
独
自
の
支
援
策
に
よ
り
、
要

支
援
者
に
対
し
て
十
分
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

坂
口
尚
示
議
員
　
町
立
医
院
２

階
を
利
用
す
る
考
え
は
。

　
院
長
と
も
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

小
笠
原
茂
人
議
員
　
水
道
管
の

更
新
計
画
は
。

　
布
設
後
40
年
程
度
を
目
途
と
し

て
、
年
数
の
経
過
し
た
も
の
か
ら

計
画
的
に
更
新
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

役場に備蓄している発電機

改修する茂岩山自然公園のバンガロー
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小笠原茂人　
議　　員 

介
護
職
員
不
足
等
へ
の

対
策
は

Ｑ
　
町
内
の
介
護
事
業
所
に
お
け
る
介

護
職
員
の
現
状
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
各
事
業
所
と
も
、
基
準
に
定
め
る
介

護
職
員
数
は
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
補

助
員
等
を
含
め
人
員
を
求
め
て
い
る
現

状
は
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
　
介
護
職
員
の
夜
勤
の
頻
度
は
高
く

な
い
か
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
そ
の
よ
う
な
事
案
が
あ
れ
ば
、
関
係

機
関
が
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
介
護
職
員
の
養
成
や
確
保
に
対
す

る
対
策
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
介
護
事
業
を
運
営
す
る
法
人
が
そ
れ

ぞ
れ
対
応
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　Ｑ
　
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
受
験
資

格
は
、
実
務
経
験
に
加
え
て
実
務
者
研

修
等
の
受
講
が
義
務
化
さ
れ
た
。
介
護

事
業
所
に
お
け
る
研
修
受
講
希
望
者
へ

の
支
援
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
各
法
人
が
様
々
な
方
法
で
対
応
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。町
と
し
て
は
、

支
援
対
策
に
関
す
る
経
費
を
含
め
て
各

法
人
へ
の
運
営
費
補
助
等
を
交
付
し
て

い
る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
介
護
職

員
の
養
成
に

関
す
る
研
修

受
講
料
の
補

助
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
、

支
援
体
制
に

つ
い
て
は
十

分
検
討
し
て

い
き
た
い
。

岩井　明
議　　員 

Ｑ
　
豊
頃
中
学
校
建
替
え
の
考
え
と
町

長
任
期
中
の
実
現
性
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
豊
頃
中
学
校
は
建
築
後
43
年
が
経
過

し
、老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

﹁
豊
頃
町
立
学
校
校
舎
等
建
築
検
討
委

員
会
﹂
を
設
置
し
、調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
検
討
委
員
会
、
町
民
、
学
校

関
係
者
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
設

置
検
討
と
豊
頃
中
学
校
の
建
替
え
と
の

関
連
性
は
。

Ａ
　
山
本
教
育
長

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
に
、
よ

り
効
果
的
な
教
育
環
境
の
整
備
を
目
指

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
む
方

針
で
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
制
度
）
と
は
、
学

校
、
保
護
者
、
地
域
が
と
も
に
知

恵
を
出
し
合
い
、
学
校
運
営
の
改

善
・
充
実
は
も
と
よ
り
、
児
童
生

徒
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
、﹁
地

新
規
大
型
事
業
に
関
す
る

計
画
と
進
捗
状
況
は

特別養護老人ホームとよころ荘

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
﹂

の
実
現
を
目
指
す
制
度
の
こ
と
。

Ｑ
　
豊
頃
消
防
署
の
建
替
え
の
検
討
状

況
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
豊
頃
消
防
署
は
建
築
後
44
年
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団
等
と
協

議
し
な
が
ら
、
建
替
え
に
つ
い
て
意
見

を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

建替えを検討する豊頃中学校
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２
月
８
日
開
催
さ
れ
た
全
国
町

村
議
会
議
長
会
第
69
回
定
期
総
会

に
お
い
て
、
大
崎
英
樹
議
員
が
自

治
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
大
崎
英
樹
議
員
は
、
町
議
会
議

員
と
し
て
平
成
３
年
か
ら
15
年
以

上
に
わ
た
り
地
域
の
振
興
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
こ
と
か
ら
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
３
月
６
日
、
第
１
回
定

例
会
の
冒
頭
、
藤
田
博
規
議
長
か

ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

大崎英樹
議　　員 

Ｑ
　
こ
の
先
10
年
を
見
据
え
た
平
成
30

年
度
の
政
策
と
予
算
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
第
４
次
豊
頃
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
を
基
本
に
、基
幹
産
業
の
基
盤
整
備
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
生
活
環
境
の
整

備
、
福
祉
・
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境

の
整
備
、
移
住
・
定
住
の
促
進
、
地
方

創
生
事
業
等
の
施
策
に
取
り
組
む
。

Ｑ
　
本
町
の
特
性
を
生
か
し
た
企
業
誘

致
の
実
績
と
積
極
的
に
進
め
る
考
え

は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
町
の
条
件
に
あ
う
情
報
が
あ
れ
ば
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
対
応
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
人
口
減
少
率
を
抑
え
る
と
と
も
に
、

小
さ
な
町
で
も
町
民
が
豊
か
な
気
持
ち

で
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、
ソ
フ
ト
事
業
の
面
に
も
努
力
し
て

い
き
た
い
。

宮
口
町
政
４
期
目
に
お
け
る

平
成
30
年
度
予
算
は

Ｑ
　
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
に
続
く
観
光

資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
し
て
、
茂
岩
新

和
町
に
あ
っ
た
二
宮
尊
親
の
住
居
跡
を

復
元
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
質
問
の
内
容
も
参
考
に
、
知
ら
れ
ざ

る
観
光
資
源
が
眠
っ
て
い
る
可
能
性
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
努
力
し
て
い
き
た

い
。

二宮尊親住居跡の看板

意見書・決議
▷ 地方公務員法及び地方自治法の

一部改正における新たな一般職非

常勤職員の処遇改善と雇用安定を

求める意見書

▷ 高レベル放射性廃棄物の最終処

分場の受け入れを拒否する決議

　総務文教常任委員会にて審議した意

見書案・決議が、常任委員会委員長で

ある中村純也議員から提案説明され、

原案のとおり可決し、関係省庁に提出

されました。

意見書案等を提案説明する

中村純也議員

受賞した大崎英樹議員（左）

議

会

コ

ラ

ム

　
委
員
会
っ
て
な
に
？

　
委
員
会
は
、
議
会
の
内
部
組
織

と
し
て
、
本
会
議
に
お
け
る
審
議

の
予
備
的
審
査
、
担
当
部
門
に
属

す
る
町
の
事
務
に
関
す
る
調
査
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
の
議
決

に
よ
り
、
議
会
閉
会
中
に
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
町
議
会
に
は
、
総
務

文
教
常
任
委
員
会
、
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
を

置
い
て
い
ま
す
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
者
表
彰
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よ
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３
月
28
日
、
役
場
４
階
議
員
控
室
に

て
、
豊
頃
町
議
会
議
員
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
北
海
学
園
大
学
経
済

学
部
教
授
の
西
村
宣
彦
氏
を
講
師
に
迎

え
、﹁
ロ
ー
カ
ル
to
ロ
ー
カ
ル
の
可
能

性
～
過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
は
如
何
に
﹂

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
静
岡
県
掛
川
市
で
の
互
産
互
生
の
取

組
み
と
夕
張
市
の
財
政
破
綻
か
ら
の
再

建
・
地
域
再
生
に
つ
い
て
の
研
究
か
ら
、

地
方
創
生
に
は
そ
の
地
域
で
暮
ら
す
人

が
重
要
と
な
り
、
い
か
に
地
域
社
会
が

変
化
し
、
多
様
性
を
発
揮
し
て
い
く
か

が
大
切
と
な
る
と
の
話
に
、
本
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
参
考
と
な
り
ま
し

た
。

〔
2
月
〕

19
日
　
議
員
全
員
協
議
会

23
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

～
帯
広
市

28
日
　
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
等
議
会

定
例
会 

～
帯
広
市

〔
3
月
〕

１
日
　
議
会
運
営
委
員
会

６
日
　
第
１
回
定
例
会
︵
１
日
目
︶

　
　
　（
条
例
改
正
、
補
正
予
算
等
）

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

９
日
　
第
１
回
定
例
会
︵
２
日
目
︶

　
　
　（
平
成
30
年
度
予
算
）

13
日
　
第
１
回
定
例
会
︵
３
日
目
︶

　
　
　（
一
般
質
問
、意
見
書
、そ
の
他
）

　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
合
同
常
任
委
員
会

28
日
　
豊
頃
町
議
会
議
員
研
修
会

〔
4
月
〕

17
日
～
20
日
　
道
外
視
察
研
修
及
び

　
　
　
　
　
　
合
同
所
管
事
務
調
査

　
～
福
島
県
相
馬
市
、
静
岡
県
掛
川
市

27
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

 
 

～
帯
広
市

◎
今
後
の
予
定

〔
5
月
〕

８
日
　
第
１
回
臨
時
会

21
日
　
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
等
議
会

臨
時
会

～
帯
広
市

〔
6
月
〕

12
日
　
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
定
期

総
会

～
札
幌
市

18
日
　
議
会
運
営
委
員
会

21
日
　
第
２
回
定
例
会
︵
１
日
目
︶

　
　
　（
補
正
予
算
、
そ
の
他
）

26
日
　
第
２
回
定
例
会
︵
２
日
目
︶

　
　
　（
一
般
質
問
ほ
か
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

道
外
視
察
研
修

　
４
月
17
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
道

外
視
察
研
修
と
し
て
本
町
の
姉
妹
都
市

で
あ
る
福
島
県
相
馬
市
を
、
両
常
任
委

員
会
合
同
で
の
所
管
事
務
調
査
と
し
て

静
岡
県
掛
川
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
17
日
、相
馬
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
、

立
谷
秀
清
市
長
、
米
山
光
喜
議
長
を
は

じ
め
、
関
係
者
と
懇
談
し
ま
し
た
。
そ

の
後
の
交
流
会
で
は
、
相
馬
市
議
会
議

員
等
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
翌
日
に

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
が
経
過

し
た
市
内
の
復
興
状
況
や
風
評
被
害
払

拭
に
対
す
る
取
組
み
等
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。

　　
掛
川
市
で
の
所
管
事
務
調
査
は
、
６

月
定
例
会
ま
で
に
調
査
結
果
を
取
り
ま

と
め
次
回
議
会
だ
よ
り
に
て
報
告
す
る

予
定
で
す
。

福島県相馬市にて

議員研修会の様子

会議の詳細は会議録で
　定例会や臨時会などの会議の内
容は、会議録に詳細に記録されて
います。
　ご覧になりたい方は、町ホーム
ページを閲覧されるか、議会事務
局へお問い合わせください。
　また、議会だよりの感想もお待
ちしております。

TEL　015-574-2222
FAX　015-574-3955
（議会事務局直通）

議
員
研
修
会
開
催
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